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第４　各種交通事故防止対策第４　各種交通事故防止対策

31　飲酒絡み事故防止対策

　県警察では、飲酒絡みの事故を防止し、飲酒運転の根絶を図るため、飲酒運転取締りを

強化するとともに、平成21年10月に施行された「沖縄県飲酒運転根絶条例」に基づき、

　　○　事業所等の自主取組みの支援に向けた「飲酒運転根絶に関する覚書」の締結

　　○　公務員・市町村議会の自主的取組みの支援

　　○　自治体、飲食店、家庭等と連携した「ハンドルキーパー運動」の推進

　　○　高校生に対する飲酒運転根絶に特化した交通安全教育

　　○　飲酒運転根絶県民大会の実施

　　○　「飲酒運転の根絶運動の日」（毎月１日）における取組

等関係機関・団体と連携して各種取組を推進しております。

 １　飲酒運転根絶対策



　飲酒運転の根絶を図るためには、「沖縄県飲酒運転根絶条例」の制定趣旨にもありま

すように、県民ひとり一人が「飲酒運転をしない　させない　許さない」社会環境の醸

成に向けた取組が重要です。

 ２　沖縄県飲酒運転根絶条例～平成 21年 10 月１日施行

○　アルコールの処理にかかる時間

　　体内でのアルコールの処理は体重１㎏につき、１時間で0.1グラムという速度です。

　たとえば体重60㎏の人がアルコール20グラムを処理するには３～４時間かかります。

　　これはあくまでも目安です。日頃から飲み過ぎがたたって肝臓が弱っていたり、風

　邪薬を飲んでいたりすると、アルコールの処理はもっと時間がかかるかもしれません。

 ３　アルコールに関する正しい知識を！
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